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　平成27年度河辺雄和商工会の通常総会が５月19
日（火）、「プラザクリプトン」を会場に、186名（委
任状含む）の会員が出席し開催されました。
　佐藤三男氏（川添地区）が議長を務め、上程さ
れた議案第１号から第６号まで、満場一致で承認
可決されました。
　また、任期満了に伴う役員改選により、会長に
は木村友勝氏、副会長には齊藤善悦氏と退任した
岡部正高氏に代わり佐々木義友氏が選任されたほ
か、24名の理事と２名の監事が選出され通常総会
は終了しました。
　懇親会は、秋田市長並びに秋田地域振興局長を
はじめ多数のご来賓の方々の出席のもと、竹下県
議会議員の乾杯のご発声により行われ、平成27年
度事業がスタートいたしました。
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会長には木村友勝氏が再選

平成 27年度通常総会を開催

開会挨拶をする木村会長 来賓挨拶をする北川市商工部次長

来賓挨拶をする秋田地域振興局
中嶋総務企画部長

乾杯のご発声をする竹下県議会議員
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女性部だより女性部だより

　４月21日(火)、「河辺ドライブイン」を会場に16名の部員が出席し開催された。
地域資源（大張野豚）を活用した「バリコロ焼き」のＰＲや販売促進に関する各
種イベントへの出店、部員間の情報交換を促進するため、毎月１回の定例会を開
催する等の事業計画が承認された。また、任期満了に伴う役員改選が行われ、新
部長に曽我 雅也氏（㈲河辺ドライブイン）が選出され、満場一致で承認決定した。

　5月1日（金）午前11時より、河辺三内「ファミリーストア佐々木」にて平
成27年度通常部員総会が開催されました。出席者は26名（内委任出席者9名）。
平成26年度事業報告・収支決算、平成27年度事業計画・収支予算（案）が満
場一致で承認決定されました。
　また、今年度は任期満了に伴う役員改選が行われ、新役員が選任されました。
　総会終了後は木村会長と今年度着任した太田主事をお迎えして、恒例の大歓
迎懇親会が開催され、意欲的な女性部活動に向けて大いに盛り上がりました。

平成27年度重点事業
①活力と魅力ある組織づくりの推進

●仲間づくり運動の推進　　●帰属意識の高揚（「商工貯蓄共済・会員福祉共済の加入推進キャンペーン」）
②意欲ある女性部活動の推進

●研修事業の実施　　●おもてなし隊活動　　●地域振興事業の実施（産学交流フェスティバル売店事業）
●エコ活動の実施（エコキャップ回収目標：18,000個／プルタブ(アルミ缶)回収目標：寄贈車イス1台分）
●交通安全推進運動の実施（新入学児童への手作りお守り寄贈等）

③組織の連携強化
●会議の開催　　●関係団体主催の会議等への出席

　女性部では河辺雄和地域の67人の新入学児童に、交通安全を祈願した手作
りお守りを寄贈いたしました。
　女性部員が子どもたちの輝かしい未来を祈って愛情いっぱい込めて作ったし
じみ貝の麗しき貝守り。4月2日（木）川添小学校の千葉校長へお渡ししたの
を皮切りに河辺小学校、戸島小学校、岩見三内小学校、戸米川小学校、種平小
学校、大正寺小学校へお渡ししました。
　校長先生からも「この１年間、交通事故がなかったんですよ。お守りのご利
益ですね」と嬉しいお言葉をいただきました。

満場一致で承認決定

①部員加入促進運動の展開
②頑張る若手経営者の養成

●ＳＮＳ活用によるビジネスチャンスの創出（青年部ＨＰ並びにFacebookの活用）
●部員間の情報交換を促進するため定例会を開催する（月１回：予定）

③地域資源の活用並びにＰＲ
●地域資源（大張野豚）を活用した「バリコロ焼き」の普及・ＰＲ

④地域リーダーの養成
⑤産学交流事業の実施
⑥ネットワーク強化・交流事業の実施　　

平成27年度重点事業
開会挨拶をする髙橋青年部長

新しく部長に選任された
曽我新青年部長

川添小学校へのお守り寄贈

【新役員】
（部　　長）佐々木睦子　　　　
（副　部　長）由良綾子、佐藤泰子、佐々木昌子

（常任委員）佐々木美智子、髙橋啓子、岡部ヒデ子、
　　　　　　佐々木シゲ、伊藤裕美、石井純子、横田陽子

（監査委員）戸井田孝子、工藤益子

青年部だより
平成27年度青年部通常総会開催

新入学児童に手作りお守り寄贈

平成27年度「通常部員総会」開催

“自覚と覚悟を持ち、地域発展の先駆者となれ
すべては、愛する秋田のために”
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感謝状の贈呈
　平成２７年度河辺雄和商工会通常総会において
以下の方々が表彰されました。
　また、小規模事業者経営改善資金の普及促進にか
かわる感謝状が星則幸支店長（日本政策金融公庫
秋田支店）から木村会長に伝達されました。
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女性部だより女性部だより

　４月21日(火)、「河辺ドライブイン」を会場に16名の部員が出席し開催された。
地域資源（大張野豚）を活用した「バリコロ焼き」のＰＲや販売促進に関する各
種イベントへの出店、部員間の情報交換を促進するため、毎月１回の定例会を開
催する等の事業計画が承認された。また、任期満了に伴う役員改選が行われ、新
部長に曽我 雅也氏（㈲河辺ドライブイン）が選出され、満場一致で承認決定した。

　5月1日（金）午前11時より、河辺三内「ファミリーストア佐々木」にて平
成27年度通常部員総会が開催されました。出席者は26名（内委任出席者9名）。
平成26年度事業報告・収支決算、平成27年度事業計画・収支予算（案）が満
場一致で承認決定されました。
　また、今年度は任期満了に伴う役員改選が行われ、新役員が選任されました。
　総会終了後は木村会長と今年度着任した太田主事をお迎えして、恒例の大歓
迎懇親会が開催され、意欲的な女性部活動に向けて大いに盛り上がりました。

平成27年度重点事業
①活力と魅力ある組織づくりの推進

●仲間づくり運動の推進　　●帰属意識の高揚（「商工貯蓄共済・会員福祉共済の加入推進キャンペーン」）
②意欲ある女性部活動の推進

●研修事業の実施　　●おもてなし隊活動　　●地域振興事業の実施（産学交流フェスティバル売店事業）
●エコ活動の実施（エコキャップ回収目標：18,000個／プルタブ(アルミ缶)回収目標：寄贈車イス1台分）
●交通安全推進運動の実施（新入学児童への手作りお守り寄贈等）

③組織の連携強化
●会議の開催　　●関係団体主催の会議等への出席

　女性部では河辺雄和地域の67人の新入学児童に、交通安全を祈願した手作
りお守りを寄贈いたしました。
　女性部員が子どもたちの輝かしい未来を祈って愛情いっぱい込めて作ったし
じみ貝の麗しき貝守り。4月2日（木）川添小学校の千葉校長へお渡ししたの
を皮切りに河辺小学校、戸島小学校、岩見三内小学校、戸米川小学校、種平小
学校、大正寺小学校へお渡ししました。
　校長先生からも「この１年間、交通事故がなかったんですよ。お守りのご利
益ですね」と嬉しいお言葉をいただきました。

満場一致で承認決定

①部員加入促進運動の展開
②頑張る若手経営者の養成

●ＳＮＳ活用によるビジネスチャンスの創出（青年部ＨＰ並びにFacebookの活用）
●部員間の情報交換を促進するため定例会を開催する（月１回：予定）

③地域資源の活用並びにＰＲ
●地域資源（大張野豚）を活用した「バリコロ焼き」の普及・ＰＲ

④地域リーダーの養成
⑤産学交流事業の実施
⑥ネットワーク強化・交流事業の実施　　

平成27年度重点事業
開会挨拶をする髙橋青年部長

新しく部長に選任された
曽我新青年部長

川添小学校へのお守り寄贈

【新役員】
（部　　長）佐々木睦子　　　　
（副　部　長）由良綾子、佐藤泰子、佐々木昌子

（常任委員）佐々木美智子、髙橋啓子、岡部ヒデ子、
　　　　　　佐々木シゲ、伊藤裕美、石井純子、横田陽子

（監査委員）戸井田孝子、工藤益子

青年部だより
平成27年度青年部通常総会開催

新入学児童に手作りお守り寄贈

平成27年度「通常部員総会」開催

“自覚と覚悟を持ち、地域発展の先駆者となれ
すべては、愛する秋田のために”
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　店内に入ると骨董品が美しく並んでおり、そこはまさしく別世界。主にイギリスロンドンから取
り寄せているアンティークのほか、今では希少となった明治・大正期の和ガラスやレトロ感たっぷ
りの昭和のガラス雑貨、独自に制作したステンドグラス作品など約1,000点の商品が揃えられてお
ります。
　「ステンドグラスは昭和63年頃より独自で制作技術を修得したんです。」と誇らしげに語ってく
ださったのは、今回ご紹介するステンドグラス制作家の熊谷聡さんです。
　平成11年に秋田市桜より現在地の雄和に移住。骨董品店として開業した後、平成14年にステン
ドグラス工房を同店内に開設、平成25年には同店内にステンドグラス教室を開講させました。「自
然豊かな雄和の地で制作に励みたいとずっと思っていたんです。制作するうえで自然に囲まれた環
境だと作品の想い浮かべるイメージに雑念がなくなり、豊かで優しい作品に仕上がるんです。」と
おっしゃるとおり、店舗周辺には四季折々の花々や凛と際立つ山桜、美しい音色を奏でる野鳥など、ここから誕生す
る作品はそんな自然の恵みに満ち溢れています。
　週４回開講している教室は初心者コースから上級者コースまであり、アンティークの魅力に惹かれた生徒さんが
15名通われているそうです。また、本会が発行している観光パンフ「ちょいなび河辺雄和」を見て、「ぜひ体験したい!!」
と遠くは由利本荘市から訪れた方々もおり、最近は体験教室に関する問合せも増えているとのこと。
　パネルやランプ、住居用の窓・ドアなどのステンドグラスのほか、オーダーメイドも可能な “アンティークス・ゆい”
にぜひ一度お立ち寄りください。
　『芸術の里かわべゆうわ』プ
ロジェクトにも大いに賛同いた
だいており、「敷居が高いと思
われがちなステンドグラスワー
クですが、意外に容易に制作で
きますよ。近くに来られた際に
は気軽に工房に立ち寄ってくだ
さい。」と笑顔で語ってくださ
いました。

「アートの魅力でまちづくり」
～アーティスト紹介コーナー～

シリーズ5 アンティークス・ゆい
代表　熊 谷  聡さん

ログハウス（左）がステンドグラス工房、自宅兼店舗（中）
はデッキ付きの2階が店舗となっている。

地元 河辺・雄和地域をキレイにします！

頑張ってま～す！
地域の若者たち⑥

株式会社 河辺清掃社

秋田市河辺岩見字萱森留見瀬 43
TEL : 018-883-2227

専務取締役

戸井田 和紘さん（30才）

　今回は、家庭や企業から出
るゴミの収集・運搬から、汚
泥の処理、浄化槽の清掃など
あらゆる面で地域をキレイに
している、株式会社河辺清掃
社の戸井田和紘さんをご紹介
します。
　戸井田さんは大学卒業後、
接客業がしたいとの想いから
薬局へ就職。６年間働いた後、実家を継ぐために父親が経営す
る現在の会社で働き始めました。
　仕事をする上で気を付けていることは、ニオイやゴミが散ら
ばらないように作業すること、また周辺の住民へ迷惑をかけな

いように注意することだそうです。大変なことがありながらも、
取引先から「助かった、ありがとう」と言われるのが嬉しくて
たまらないとのこと。
　「巡回エリアは、基本的には河辺・雄和地区で、粗大ゴミは秋
田市内、産業廃棄物であれば秋田県内どこへでもお伺いしま
す！！  ゴミや清掃に関してのお困りごとがございましたら、
ぜひ当社へご連絡ください。」と元
気に語ってくださいました。
　また、今年の４月には曽我部長の
勧めで青年部に加入した戸井田さ
ん。イベントや会議など積極的に参
加していただいております。「これ
からは、イベントなどを通して河辺・
雄和の魅力を広げていきたいで
す！」と今後の抱負について語って
いただきました。

イベントにも積極的に協力
する戸井田さん（写真左）

美大生を対象にしたステンドグラス
体験教室で熱心に本格指導をする
熊谷さん。（写真中央）

住　所：
秋田市雄和椿川字館の下70-7
時　間：11:00 ～ 17:00
定休日：火曜日
TEL：018-886-9116

アンティークス・ゆい

44

TEL:018-863-9016　FAX:018-863-9010

当協会では、低利な保証制度を多数用意しております。
※金利＋保証料　　マル市2.45％、マル市小口2.25％

まずは、保証協会、最寄りの金融機関、商工会窓口までお気軽にご相談下さい。

頑張る中小企業を応援します！

平成27年度企画提案型事業

●移住定住促進・受入体制の充実

●「芸術の里」の認知度向上

●「芸術の里」の方向性確立

「芸術の里かわべゆうわ」プロジェクト
～アートの魅力でまちづくり～

　当地域の大きな3つの課題である「人口減少」「空き家・空き店舗増加」「観光客・交流人口減少」

を解決するため、“アートの魅力でまちづくり”と題し、事業3年目として継続します。

【河辺雄和移住定住モデル】

河辺雄和商工会がコーディネーター

秋田市／ NPO法人移住定住／ NPO住まい安心サポート（仮称）／自治会

アーティストならではの視点を活かした事業の企画運営

魅力的な
地域資源紹介

・自然環境、立地、
安価物件、移住
アーティスト紹介

《アーティスト》
・訪問者との触れ合い
・まちづくりへの参画
・ネットワーク強化

空き家
bank活用

・空き家、空き店舗
物件の充実

移住特典
紹　　介

・A ターン創業支援事業（新設）
・本会助成金
・ネットワーク構築

移住体験
ツアー開催

・当地域を案内するほか、
既存アーティストとの
出会いや交流、物件紹介

新 新 新

移住促進とスムーズ且つ一貫したサポート体制の確立

人材の育成・活用

ターゲットは
首都圏の若い
アーティスト

連携

□ 秋田市内での位置づけ
■ 河辺雄和「実践エリア（アーティスト活動の拠点）」
■ 新屋地域「育成エリア（アーティスト育成の拠点）」

□ 事業の自立化（アーティストによるまちづくり）
■ 「モニターツアー・小中学校での体験教室」共同企画

□ 秋田市行政との連携強化
■ 県都秋田市の知名度を活かし、全国に発信する
■ 市観光コンベンション発行リーフレットの活用

⇨新たなゾーンの形成 実践現場と教育現場の住み分け

⇨当地域を秋田の「芸術の里」として位置づける

《河辺雄和地域》
・新たな地域資源発掘
・新たなコミュニティ創造
・交流人口増加

《アトリエ訪問者》
・創作の喜び、癒やしの空間
・非日常的体験
・将来像の確認（美大生）

新業種参入にも期待

東京都渋谷区から家族 4 人で
河辺地域に移住した写真家の遠山さん一家

美大生を対象としたモニターツアーは募集定員を上回る人気ぶり。
中でもアーティストたちとのトークセッションでは、将来像について
の質問が多く飛び交いました。

トークセッション in あきたでは、当地域で活動するアーティスト
たちから、地域に賑わいを創出するためのさまざまなアイディア
が出されました。
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　店内に入ると骨董品が美しく並んでおり、そこはまさしく別世界。主にイギリスロンドンから取
り寄せているアンティークのほか、今では希少となった明治・大正期の和ガラスやレトロ感たっぷ
りの昭和のガラス雑貨、独自に制作したステンドグラス作品など約1,000点の商品が揃えられてお
ります。
　「ステンドグラスは昭和63年頃より独自で制作技術を修得したんです。」と誇らしげに語ってく
ださったのは、今回ご紹介するステンドグラス制作家の熊谷聡さんです。
　平成11年に秋田市桜より現在地の雄和に移住。骨董品店として開業した後、平成14年にステン
ドグラス工房を同店内に開設、平成25年には同店内にステンドグラス教室を開講させました。「自
然豊かな雄和の地で制作に励みたいとずっと思っていたんです。制作するうえで自然に囲まれた環
境だと作品の想い浮かべるイメージに雑念がなくなり、豊かで優しい作品に仕上がるんです。」と
おっしゃるとおり、店舗周辺には四季折々の花々や凛と際立つ山桜、美しい音色を奏でる野鳥など、ここから誕生す
る作品はそんな自然の恵みに満ち溢れています。
　週４回開講している教室は初心者コースから上級者コースまであり、アンティークの魅力に惹かれた生徒さんが
15名通われているそうです。また、本会が発行している観光パンフ「ちょいなび河辺雄和」を見て、「ぜひ体験したい!!」
と遠くは由利本荘市から訪れた方々もおり、最近は体験教室に関する問合せも増えているとのこと。
　パネルやランプ、住居用の窓・ドアなどのステンドグラスのほか、オーダーメイドも可能な “アンティークス・ゆい”
にぜひ一度お立ち寄りください。
　『芸術の里かわべゆうわ』プ
ロジェクトにも大いに賛同いた
だいており、「敷居が高いと思
われがちなステンドグラスワー
クですが、意外に容易に制作で
きますよ。近くに来られた際に
は気軽に工房に立ち寄ってくだ
さい。」と笑顔で語ってくださ
いました。

「アートの魅力でまちづくり」
～アーティスト紹介コーナー～

シリーズ5 アンティークス・ゆい
代表　熊 谷  聡さん

ログハウス（左）がステンドグラス工房、自宅兼店舗（中）
はデッキ付きの2階が店舗となっている。

地元 河辺・雄和地域をキレイにします！

頑張ってま～す！
地域の若者たち⑥

株式会社 河辺清掃社

秋田市河辺岩見字萱森留見瀬 43
TEL : 018-883-2227

専務取締役

戸井田 和紘さん（30才）

　今回は、家庭や企業から出
るゴミの収集・運搬から、汚
泥の処理、浄化槽の清掃など
あらゆる面で地域をキレイに
している、株式会社河辺清掃
社の戸井田和紘さんをご紹介
します。
　戸井田さんは大学卒業後、
接客業がしたいとの想いから
薬局へ就職。６年間働いた後、実家を継ぐために父親が経営す
る現在の会社で働き始めました。
　仕事をする上で気を付けていることは、ニオイやゴミが散ら
ばらないように作業すること、また周辺の住民へ迷惑をかけな

いように注意することだそうです。大変なことがありながらも、
取引先から「助かった、ありがとう」と言われるのが嬉しくて
たまらないとのこと。
　「巡回エリアは、基本的には河辺・雄和地区で、粗大ゴミは秋
田市内、産業廃棄物であれば秋田県内どこへでもお伺いしま
す！！  ゴミや清掃に関してのお困りごとがございましたら、
ぜひ当社へご連絡ください。」と元
気に語ってくださいました。
　また、今年の４月には曽我部長の
勧めで青年部に加入した戸井田さ
ん。イベントや会議など積極的に参
加していただいております。「これ
からは、イベントなどを通して河辺・
雄和の魅力を広げていきたいで
す！」と今後の抱負について語って
いただきました。

イベントにも積極的に協力
する戸井田さん（写真左）

美大生を対象にしたステンドグラス
体験教室で熱心に本格指導をする
熊谷さん。（写真中央）

住　所：
秋田市雄和椿川字館の下70-7
時　間：11:00 ～ 17:00
定休日：火曜日
TEL：018-886-9116

アンティークス・ゆい
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小規模事業者持続化補助金
活用事例

　小規模事業者が商工会と一体になって取り組む販路開拓を支援
するための補助金です。
　本会では平成25年度国の補正予算で5件が採択されました。こ
こでは事例紹介として補助事業を行った会員事業所の声をお届け
します。

  テ　ー　マ　事業承継を機会に取り組む第二創業
　　　　　　～立地を活かし自動車板金業へ新規参入～

  事業所名　有限会社　柏谷組

  補助事業で行ったこと
①短期納品・経費削減の実現
　顧客のニーズに応えるため、乾燥ヒーターの増設による作業
効率の改善と電子ブレーカー導入による電気料金の削減。

②ＰＲ用屋外看板の設置
　顧客の「工場の場所がわかりずらい」との声を受け、屋外看
板の設置によるPR。

　７月１日（水）から秋田市プレミアム付き商品券（夏商戦
向け）が発売されます。
　１セット12,000円分の商品券が10,000円で購入でき、2,000
円もお得です。
　夏商戦向け、冬商戦向け共に発行額は12億円で総額24億
円が秋田市で流通します。
　購入限度は、1人3セットまで（未就学児を除く。）
　河辺・雄和地域では、秋田銀行河辺支店・雄和支店とJA
新あきた河辺支店・雄和支店の4か所で購入できます。
　この商品券は、小売業に限らず飲食業、サービス業、建
築業、タクシー業など消費者向けの幅広い業種を対象として
おり、5月末時点で河辺雄和商工会の会員の方々 120事業所
から加盟店として登録いただきました。
　なお、加盟店に登録いただいた事業所には、実行委員会
から6月下旬に、「登録証」「加盟店掲示用ポスター」「ステッ
カー」が発送されます。
　加盟店の登録手数料、換金手数料も無料ですので、今後
加盟店として登録したい方がおられましたら随時募集しており
ますので河辺雄和商工会（電話８８２－３５２３）までお問
い合わせください。
　あなたも商品券を活用し、お客様に喜ばれる取組をしてみ
ませんか？

代表取締役　柏谷　健 氏
　当社は、都市ガス配管工事業を営んでいるが、需要の停滞か

ら新規産業への進出を模索しておりました。

　チラシで補助事業のことを知り、経営計画作成セミナーに参

加しました。

　経営計画は自分の頭の中にはあるものの、計画書として作成

したことはなかったので良いきっかけとなりました。

　紙に起こしてみると、自社の強みやターゲットが明確となり会

社の方向性が明確となりました。

　補助金を得たことは大きなメリ

ットでありましたが、事業計画作

成の重要性をあらためて認識し

ました。

秋田市プレミアム付き商品券」その１
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